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台風 

 

近年、2022 年 7 月に気候が穏やかなイギリスで観測史上初めて最高気温が 40℃を超える

など、世界的に地球温暖化を原因とする異常気象や甚大な自然災害が増加しています。日本

では、被害をもたらす自然災害で発生件数が最も多い、台風が頻発する季節が近づいてきま

した。今回は、以前から気になっていた台風の呼称について調べました。 

 

まず、台風とは、熱帯低気圧のうち東経 100 度から東経 180 度までの北西太平洋または

南シナ海の北半球に中心があり、かつ低気圧域内の中心付近の最大風速が 17.2m/秒以上の

ものを指します。また、東経（西経）180 度から大西洋までの北半球に中心があり、中心付

近の最大風速が 32.7m/秒以上は「ハリケーン」、東経 100 度から西のインド洋または南半

球の太平洋に中心があり、中心付近の最大風速が 17.2m/秒以上は「サイクロン」と呼びま

す。なお、南半球の南アメリカ沖は、南極からの寒流の影響で海水の温度が上がらないため、

太平洋側および大西洋側ともに台風が発生しない地域となっています。 

 

次に、発生した台風の名付け方ですが、2000 年から日本を含む 14 か国等が加盟している

台風委員会で、加盟国等が提案したアジア名を名付けることになりました。従来は、米国が

英語名（人名）を付けていました。 

 2000 年に領域内で発生した台風第 1 号に「ダムレイ」（カンボジアで象を意味する）と名

付けられました。その後、発生順に事前に用意された 140 個のアジア名が名付けられ、一

巡すると最初の「ダムレイ」に戻ります。台風の年間発生数は平均 25.1 個で、5～6 年で一

巡することになります。また、文字数が多過ぎないこと（アルファベット 9 文字以内）、音

節が多くなくて発音しやすいこと、他の加盟国・地域の言語で感情を害するような意味を持

たないこと等、アジア名として採用するための条件があります。 

 日本は、星座に由来する名前を 10 個（「コイヌ」「ヤギ」「ウサギ」「カジキ」「コト」「ク

ジラ」「コグマ」「コンパス」「トカゲ」「ヤマネコ」）提案しています。 

 2022 年の最後に発生した台風 25 号には、132 番目の「パーカー」（ラオスで淡水魚の意

味）と名付けられましたので、2023 年に発生した台風 1 号は 133 番目のサンヴー（マカオ

でサンゴの意味）と名付けられました。5 月 21 日現在、台風 2 号まで発生しており、2 号

は 134 番目のマーワー（マレーシアのばらの意味）と名付けられています。 

 

 さいごに、最近の台風は勢力が強い状態（中心付近の最大風速が 33m～43m/秒）で日本

列島を通過することや、予想外の進路をとることが増えています。政府広報オンラインや気

象庁のホームページで「命・身を守る情報」を確認し、日頃から防災や減災の意識を高め、

台風シーズンに入る前にしっかりと準備しておきましょう。 



「台風のアジア名と意味」1～29 番目抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：気象庁ホームページ（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/typhoon/index.html） 
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